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雌選別精液を子宮角深部注入した 
ホルスタイン種経産牛の採卵成績

群馬県畜産試験場　　
主任研究員（酪農係長）　　

加藤　聡　　

1． はじめに

　酪農経営では、雌子牛を計画的に生産し後継

牛を安定的に確保することがきわめて重要であ

り、90 % 以上の正確度で雌の産み分けができ

る雌選別精液の利用が増加している。しかし、

選別精液の有効利用を図るうえで、人工授精し

た後の子宮内における精子の生存性や運動性へ

の選別処理の影響はいかなるものか不明な面が

ある。また、1本のストローの封入精子数が通

常精液より少ないため、特に経産牛に授精した

場合には受胎率が低下することが知られてい

る。このため、選別精液は未経産牛に利用する

ことが推奨されているが、酪農家では産乳能力

等が判明したホルスタイン種経産牛から確実に

多くの後継牛を生産するために、雌選別精液を

過剰排卵処理（SOV）に利用することが多く

なってきている。

　そこで、ホルスタイン種経産牛における雌選

別精液を用いた場合の採卵成績の向上を図るこ

とを目的に、人工授精時の雌選別精液の注入法

と SOV法の比較検討を行った。

2． 精液注入部位の検討（試験 1）

　供試牛には、当場飼養のホルスタイン種経産

牛（乾乳牛）延べ 42 頭を用いた。図 1に示し

たとおり、SOVは発情周期の任意の時期に良

好な黄体が存在することを確認した後に、腟内

留置型黄体ホルモン製剤（CIDR）を挿入（0日

目）し、その後 1日目に E2 製剤 2 mg を、FSH- 

R 製剤は 4日目朝から 7日目夕まで計 8回、プ

ロスタグランジン F2α（PG）を 7日目の朝・夕

に投与した。FSH は総量 36～40 AU を漸減投

与し、CIDRは 2回目の PG投与時に抜去した。

9日目の午前中に発情を確認した牛には、その

日の午後 5時頃に次のとおり人工授精を実施し

た。

　通常・浅部区（n＝16）は、シース管式注入

器を用いて左右の子宮角浅部に 1本の通常精液

の約半量ずつ注入した。選別・浅部区（n＝

14）は、シース管注入器を用いて左右の子宮角

浅部に雌選別精液 1本分ずつ注入した。選別・

深部区（n＝12）は、精液深部注入器（商品名：

動物用精液注入カテーテル モ 4 号 AI；ミサワ

医科工業社製）を用いて左右の子宮角深部に雌

選別精液を 1本分ずつ注入した。雌選別精液は

一般社団法人家畜改良事業団の「SORT90」を

使用し、各区とも精液注入方法以外の処理はす

べて同様に行った。

技術情報
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　採卵は、SOVによる発情後 7 日目（発情日

＝0日）に実施した。採卵成績は、回収卵数、

正常胚数、変性胚数、未受精卵数、正常胚率（正

常胚数／回収卵数）の 5項目で比較し、可視域

の細胞変性率が 30 % 未満のものを正常胚とし

た。

　表 1には、通常・浅部区、選別・浅部区およ

び選別・深部区の採卵成績を示した。いずれの

項目においても試験区間で有意差は認められな

かった。しかし、回収卵数に対する正常胚数の

割合（正常胚率）は、通常・浅部区が 55.1 %、選

別・浅部区が 23.4 %、選別・深部区が 32.5 % で

あり、選別・浅部区の値が最も低かった。また、

各区の変性胚数および未受精卵数の平均は、そ

れぞれ通常・浅部区 1.6 個および 3.6 個、選別・

浅部区 0.5 個および 7.5 個、選別・深部区 1.1 個

および 5.5 個であり、雌選別精液を用いた区に

おいて未受精卵数が多かった。

　正常胚が回収できた頭数の割合は、表 2に示

したとおり、通常・浅部区 81.3 %、選別・浅部

区 42.8 %、選別・深部区 66.7 % であり、選別・

浅部区が最も低かった。

3． SOV法の検討（試験 2）

　試験 1において、採卵成績は選別・浅部区よ

り選別・深部区の方が良好であったため、さら

に SOV法の一部を変更して比較した。

　供試牛は、当場飼養のホルスタイン種経産牛

（乾乳牛）延べ 17 頭を用いた。Gn-RH（酢酸

フェルチレリン 200μg）を併用した SOV（Gn-

RH 区）は、発情周期の任意の時期に良好な黄

体を確認した後に CIDR の挿入（0 日目）し、

1 日目に E2 製剤（2 mg）投与した。FSH-R 製

剤は、総投与量を減らして 30AUとし、4日目

表 1　精液注入部位の違いによる採卵成績

表 2　精液注入部位の違いによる正常胚回収頭
数の割合

図 1　試験 1における SOV法



─ 3 ─

夕から 8日目朝まで漸減投与した。PG（総量

0.75 mg）は FSHの 7 回目夕と 8回目朝の投与

時に同時に投与し、CIDR は 2 回目の PG投与

時（8 回目朝）に抜去した。Gn-RH の投与は、

初回 PG 投与後の 36 時間にあたる 9 回目朝に

行った。人工授精はGn-RH投与後 24 時間に深

部注入器を用いて行い、左右の子宮角深部に雌

選別精液を 1本分ずつ注入した。採卵は、人工

授精後 7日目に行った。対照区は、試験 1の選

別-深部区とした。採卵成績は、試験 1と同様

の調査項目について比較した。

　Gn-RH 区と対照区の採卵成績は表 3 に示し

たとおりであり、回収卵数、正常胚数、変性胚

数、未受精卵数、正常胚率のいずれにおいても

有意差は認められなかった。しかし、正常胚数

と正常胚率は、Gn-RH 区 5.2 個、52.9 %、対照

区 3.2 個、32.5 % であり、Gn-RH 区が良好で

あった。また、変性胚数および未受精卵数は、

Gn-RH 区 1.2 個および 5.8 個、対照区 1.1 個お

よび 5.5 個であり、いずれも同等であった。正

常胚が回収された頭数の割合は、Gn-RH 区が

100 %、対照区が 66.7 % であり、Gn-RH 区では

すべての供試牛から正常胚を回収することがで

きた（表 4）。

図 2　試験 2における SOV法

表 3　過剰排卵処理法の違いによる採卵成績
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4． 考察

　希望の性の産子を得るために性選別精液の利

用者が増加しているが、封入精子数が通常精液

の 1/10 程度であることや、フローサイトメー

ターによる選別のダメージを受けて精子の運動

性が通常精液よりも劣るという報告1）もあり、

人工授精や SOVの利用には未経産牛に用いる

ことが推奨されている。当場では、性選別精液

は精子数が少なく運動性が劣るのであれば、で

きるだけ子宮角深部に注入して受精部位に到達

する精子数を補うことにより問題が解決できる

のではないかと考え、性選別精液の販売当初か

ら子宮角深部注入について検討してきた。その

結果、ホルスタイン種経産牛への雌選別精液の

深部注入器を用いた人工授精では、一般的に行

われている通常精液のシース管式注入器を用い

た受胎率と同等の成績が得られている2）。

　今回、深部注入法を SOV処理したホルスタ

イン種経産牛の人工授精に適用したところ、

シース管式注入器を用いて選別精液を子宮角浅

部に授精した時よりも正常胚が多く回収できる

ことが認められた。正常胚数は通常精液を子宮

角浅部に授精した時よりも少なかったが、実際

に回収できた正常胚を移植し、すべてが受胎し

たと仮定すると、生産される雌子牛の数は通常

精液で約 2 頭（4.1 個×雌比率 50 %＝2.05）で

あったのに対し、選別精液を深部注入した場合

には約 2.9 頭（3.2 個×雌比率 90 %＝2.88）とな

り、選別精液を深部注入することにより 1回の

採卵でより多くの雌子牛を生産できる可能性が

示された。

　しかし、1回の採卵で回収される正常胚数は

満足いく値でなかった。また、未受精卵数およ

び正常胚が回収できた頭数の割合は、選別精液

の深部注入により改善されることが確認され

た。このことから、Gn-RH の投与を併用して

排卵時期を揃えた場合の成績を比較するために

試験 2を実施した。

　中原らは、ホルスタイン種経産牛で Gn-RH

投与後の時間を決めて人工授精することにより

高い正常胚率が得られると報告している3）。本

試験では、正常胚数が 5.2 個となり、Gn-RH を

用いた SOV法により正常胚数が多くなること

が認められた。Schenk らは性選別精液は通常

精液に比べて精子の受精能獲得と先体反応が早

く誘起されること4）、Moce らは性選別精液の人

工授精の適期は通常精液よりも遅いこと5）を報

告している。これらのことから、従来の SOV

で選別精液を深部注入した時の正常胚数および

正常胚率が Gn-RH を併用した時よりも低かっ

たのは、授精の時期が早かったためと思われ

る。さらに、Gn-RH 投与後 24 時間の排卵が集

中して起こる時期に人工授精をすることによっ

て正常胚数の増加するものと推察される。

　このように、SOV処理したホルスタイン種

経産牛において、雌選別精液を深部注入するこ

とと、排卵のタイミングに合わせた授精が可能

になる Gn-RH 投与を併用することにより、正

常胚の生産効率が向上することが確認された。
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国際胚技術学会第 44 回大会における 
トピックス

国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構　畜産研究部門　　
家畜育種繁殖研究領域　家畜胚生産ユニット　　

的場　理子　　

1． はじめに

　国際胚技術学会（International Embryo Tech-

nology Society, IETS）は、カナダ、米国の胚

移植研究者が立場や所属を超え、研究成果、技

術や情報をオープンに交換して胚移植技術の発

展に資する目的で 1974 年に米国コロラド州デ

ンバーで創設された。会員数は約 1,000 名であ

り、動物種の胚関連技術の研究および実務に関

する世界最大の学会である。設立時の学会名は

International Embryo Transfer Society であっ

たが、2017 年の第 43 回大会の総会において現

名称に変更された。

　大会は毎年 1月に開催され、第 44 回大会は

2018 年 1 月 13～16 日に、タイのバンコクで開

催された。大会のプログラムは次のとおりであ

り、本稿ではプレカンファレンスシンポジウム、

メインセッションの講演、基調講演およびポス

ターセッションにおける応用繁殖研究分野の講

演内容を中心に紹介する。

 1）プレカンファレンスシンポジウム

　①　Companion Animals, Non-Domestic and 

Endangered Species（CANDES）シン

ポジウム

　②　Morulas 教育ワークショップ

 2）メインセッション

 3）ポスターセッション

 4）同時開催フォーラム

　①　胚移植実務者フォーラム

　②　Domestic Animal Biomedical Embryology

（DABE）委員会

 5）関連委員会

　①　Health and Scientific Advisory Committee

（HASAC）

 6）基調講演

2． プレカンファレンスシンポジウム

 1）CANDES シンポジウム「CANDES にお

ける卵巣活動のモニタリングと制御」

　基調講演として、絶滅のおそれのある哺乳動

物の卵巣機能と繁殖モニタリングの比較

（Janine Brown, スミソニアン保全生物学研究

所、米国）について報告された。続いて、タイ

の野生動物（Ampika Thongphakdee, タイ動物

公園機構、タイ）および象（Chachote Thitaram, 

チェンマイ大学、タイ）、ラクダ科動物（Ahmed 

Tibary, ワシントン州立大学、米国）、有蹄動

物（Sadanand Sontakke, 細胞・分子生物学セ

ンター、インド）、有害生物（John Rodger, 

海外情報
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ニューカッスル大学、オーストラリア）、サイ

（Terri Roth, CREW/ シンシナティ動物園、米

国）、両生類（Natalia Calatayud, サンディエゴ

動物園保存研究機関、米国）についても卵巣活

動のモニタリングと制御について紹介された。

 2）Morulas 教育ワークショップ「哺乳動物胚

の品質評価：侵襲的および非侵襲的技術」

　IETS では大学院生やポスドク（博士号取得

若手研究者）を若手のMorulas 会員として支

援しており、その活動として次の 3題が教育講

演された。卵子と移植前胚の形態学的評価のヒ

ント（George Seidel, コロラド州立大学、米国）、

牛胚におけるトランスクリプトームとエピジェ

ネティクスなプロファイルおよび発生能との関

係（Heiner Niemann, フリードリッヒ・レフラー

研究所、ドイツ）、胚の品質評価のための非侵

襲的方法（Jeremy Thompson, アデレード大学、

オーストラリア）。

3． メインセッション

　次の 5つのセッションから構成されていた。

 1）クローンと正常性の低い産子

　犬クローニングの有望性（Byeong Chun 

Lee, ソウル大学、韓国）：犬のクローン技術の

進展、クローン犬の生産方法と正常性のほか、

クローン犬の有用性について以下の内容が報告

された。クローン犬は、ペットや絶滅危惧種の

保護だけでなく、エリートワーキングドッグと

して、麻薬探知犬、検疫犬あるいは癌探知犬、

遺伝子組み換えや遺伝子ノックアウトにクロー

ン技術を組み合わせたヒト疾患モデルによる研

究にも有用と考えられ、今後の研究の進展が期

待される。

　馬クローニング研究の進展（Andres Gambini, 

ブエノスアイレス大学、アルゼンチン）：馬の

クローニングの歴史、クローン馬の生産方法と

商業化の現状について次のとおり紹介された。

2003 年にクローン馬が生産されたのち、現在

では企業が商業的にクローン馬を生産し、少な

くとも 6カ国で 370 頭以上の生産が確認されて

いる。目的は希少性と商業的な理由である。生

産効率は向上してきたが、ゲノムのリプログラ

ミング、ドナー細胞のエピジェネティクス、卵

子の活性化プロトコールの問題の解決が必要で

ある。また、クローン馬の登録規制を国家間で

標準化する必要もあると考えられる。

 2）世代間隔の短縮

　前胞状卵胞培養と卵子品質（Ursula Eichenlaub-

Ritter、ビーレフェルト大学、米国）：卵子の

品質は、繁殖を成功させる主要な決定要因であ

る。卵子は、内分泌系、パラクライン、オート

クラインの分泌支配のもと、生殖細胞と体細胞

の相互作用に依存して形成される。すなわち、

卵子の高い発生能は、卵胞形成中の卵胞内の体

細胞の成熟、発育、分化および卵母細胞や体細

胞における遺伝子発現、酵素活性の協同的な働

き、さらに卵巣の内外組織から産生や供給され

る因子や栄養に依存している。卵子品質に影響

を及ぼす要因を解析するために確立された前胞

状卵胞培養法のアプローチ、卵子の質の向上の

検討、環境有害物質への暴露、生活習慣病、代

謝疾患、加齢や凍結保存が卵子の品質に及ぼす

影響についてマウスを中心に解説された。

　家畜における精子幹細胞移植の最近の研究状

況（Jon M Oatley, ワシントン州立大学、米国）：

家畜の繁殖ツールとして、精子幹細胞移植の可

能性について報告された。家畜生産における育

種改良と増殖において、牛では精液の凍結保存
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技術が開発され、選抜牛の凍結精液を利用した

人工授精が行われている。一方、豚では凍結精

液の融解後の精子の生存率および人工授精後の

受胎率（産子数）の低さから凍結保存精液の利

用が普及していない。

　精子幹細胞（SSCs）は、性成熟後から老齢

時まで日々数百万個の精子生産を可能とする。

内因性生殖細胞系列を欠損したレシピエント雄

豚において、SSCs 移植は移植後のドナー由来

の精子形成能力の再生を可能としている。後代

を大量増殖するためには、複数のレシピエント

に移植可能となる細胞数まで SSCs を増殖培養

する必要があり、げっ歯類の細胞培養法を改良

した牛SSCs培養の研究が進んでいる。しかし、

牛においては、レシピエントが継続的にドナー

由来精子を生産できる SSCs 移植方法が未報告

であるため、この技術の開発が必要である。

 3）母系と父系の相互作用

　妊娠成立を最適化する母系組織の父系プライ

ミング（John J Bromfield, フロリダ大学、米

国）：妊娠中の父系特異的抗原に対する免疫寛

容の発生を促進するための受精時における母系

と父系の分子学的コミュニケーションの潜在的

な役割について報告された。数十年にわたり妊

娠の免疫学的パラドックスは謎である。母に

とって敵対的な異物である胎子は母の免疫不全

または不活性により排除されないと仮定されて

きた。また、受精時の精漿（無細胞画分）は単

に精子の運搬役とされてきたが、最近、精漿の

タンパク質の一部が父系と母系間のコミュニ

ケーションの重要な仲介役であることが判明し

た。精液は雌の生殖器内で一過性の炎症を誘発

するが、通常の人工授精よりも増量した精液の

注入により牛受胎率が 5 %向上し、豚では受精

した卵子数および生存胚数が増加することが報

告されている。経済性、生産性が厳しく求めら

れる産業動物において、発情同期化、精液保存、

人工授精、体外受精、胚移植等の生殖補助技術

は重要であるが、妊娠の成功、胎子の発育およ

び免疫調節に母系、父系のコミュニケーション

に関する理解の深化が望まれている。

　受精後の精子のマイトファジー：ミトコンド

リアのイヴとスティーブの話（Peter Sutovsky, 

ミズーリ大学、米国）：細胞のエネルギー供給

の役割を担うミトコンドリアが損傷を受けたと

き、そのミトコンドリアのみを選択的に除去す

るマイトファジーについて以下が報告された。

精子ミトコンドリアは受精時に精子によって卵

子の細胞質に運搬されるが、発見されるとすぐ

に破壊され、卵子のミトコンドリア DNA

（mtDNA）のみが子孫に引き継がれる。この

遺伝様式「ミトコンドリアのイブ」（mtDNA

をもとに祖先を遡ると数十万年前のアフリカの

女性にたどり着く）は、基質特異性ユビキチン

プロテオームシステム、バルクのタンパク質と

オルガネラ（細胞内小器官）分解のためのオー

トファジー（自食作用）を含む卵子の常在タン

パク質やオルガネラ標的機構によって調節され

ている。しかし、豚においては、受精直後の卵

子内でのユビキチン結合性オートファジータン

パク質 sequestosome 1（SQSTM1）─ GABA 

A 型受容体関連タンパク質（GABARAP）お

よびバロシン含有タンパク質（VCP）活性の

同時阻害により、2～4 細胞の胚が無傷の精子

ミトコンドリア鞘を維持し、「ミトコンドリア

のスティーブ」（人間におけるミトコンドリア

の父性遺伝の報告において定義づけられた名

称）を復活させた。精子のマイトファジーとそ
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の潜在的な不具合をより良く理解することによ

り、ミトコンドリア病や家畜の早期胚死滅（ま

たは早期流産）の発生を低減させ、繁殖成績、

子畜に適した形質の生産、能力向上に寄与でき

るかもしれない。

 4）胚と幹細胞を構築するエピジェネティクス

　細胞の運命を支配するメチル化機構と双極性

エフェクター（Tiziana A L Brevini, ミラノ大

学、イタリア）：細胞の運命を支配するメチル

化機構とエフェクターについて報告された。哺

乳動物の発生とそれらの細胞の運命は、遺伝子

発現、空間制御を最適化するために相互作用す

る複数の調節機構によって制御される。それに

より、細胞に明確な分化と最終的な表現型の採

用を可能とする。細胞の能力は、胚発生および

上皮間葉移行中に、表現型特異的メチル化パ

ターンの確立または消去するメチル化の変化に

よって調節される。それと同時に、細胞の可逆

性は一時的な多能性を誘導する小分子のような

細胞外因子に応答する。さらに、細胞分泌小胞

はOct4 と SRY-box2（Sox2）等のmRNAを発

現し、レシピエント細胞におけるエピジェネ

ティックな変化を誘発させる強力なエフェク

ターとして細胞機能および表現型を改変する。

細胞の微小環境の三次元的な再配列と機能的な

特性は、細胞骨格の再構築と特異的なメカノセ

ンシング関連経路の関与を介し、細胞の能力と

分化の両方に影響している。

　初期胚の細胞の運命を決定するトランスクリ

プトームとエピジェネティクスな制御（Ramoro 

Alberio, ノッティングハム大学、イギリス）：

初期胚におけるトランスクリプトームとエピ

ジェネティクス制御に関する最近の研究が報告

された。哺乳動物の胚発生は系統や細胞特有の

調節機構によって特徴づけられている。近年、

初期胚における単一細胞レベルでの詳細なトラ

ンスクリプトームのプロファイルが、特定の遺

伝子を挿入したゲノム編集後のライブセルイ

メージングによる観察により補完されてきた。

これらの新技術を組み合わせた解析により、遺

伝子発現ネットワーク、シグナル伝達経路およ

びエピジェネティックな制御の相互作用による

特定の発生段階が定義されるようになってき

た。これまではマウスにおいて多数の研究報告

がなされてきたが、家畜やヒトのような大型哺

乳動物種においても、完全なゲノムシークエン

スの可能性および生殖細胞における遺伝子機能

の改変に関する研究へのゲノム編集技術の利用

は、例えばげっ歯類の胚のナイーブ型多能性の

特徴、動物種別における栄養膜細胞の分化の進

化、epiblast 細胞の多能性等発生学研究の手法

に革命をもたらすと考えられる。

 5）最適な胚の生存性

　受胎能力と移行期の乳牛（John Roche, Ag 

Research, ニュージーランド）：乳牛の移行期

における代謝、栄養および繁殖成績の相互作用

を整理し、移行期の “不適応” を回避し、受胎

率を向上させるための飼養管理の成功要素につ

いて次のとおり報告された。移行期とは、発情

回帰までの時期と、卵子品質、受精、胚発育と

着床に影響を及ぼす代謝状態の時期に分類さ

れ、移行期の “不適応” は、① 負のエネルギー

バランス（NEB）とエネルギー代謝に関する

代謝性疾患、② 免疫機能障害と慢性的な炎症、

③ ミネラル欠乏に関する代謝性疾患に分類さ

れる。① への対応は、分娩前からボディコン

ディションスコアを確認し、血中の脂肪酸、β

ヒドロキシ酪酸濃度をそれぞれ1.0 mM、1.4 mM
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未満となるようNEBを最小限に制御すること

である。② への対応として、最近、免疫増強

剤やサリチル塩酸の役割を考慮した非ステロイ

ド性抗炎症薬の使用が泌乳初期の健康、生産性、

繁殖性の改善に有効だと考えられているが、さ

らなる研究も待たれる。③ への対応として、

妊娠から泌乳期の血中カルシウム濃度を維持す

る栄養管理の報告は多数あるが、分娩前数週間

の飼料中のマグネシウム、カルシウム、カリウ

ムおよびリン含有量の管理は重要である。今後

の潜在的な技術として、エキソソームを用いた

ナノ粒子の利用は、標的細胞における疾病や繁

殖状況の診断技術やターゲットへの薬剤や栄養

の運搬に有望となるかもしれない。

　牛における性成熟の早期発現-配偶子の品質

と胚の生存性への影響（David Kenny, Teagasc, 

アイルランド）：早期の性成熟が乳牛の繁殖性

に及ぼす影響について栄養学的見地から以下が

報告された。雄子牛では、生後 6カ月齢までに

発育不良であった場合、6カ月齢以降の栄養管

理が改善されても、当初の発育の遅れ（性成熟

発現までの日齢）は取り戻せないため、早期か

らの栄養管理は重要である。31 週齢以前の高

栄養状態では、性成熟の発現が早期化し、射出

精子数が増加する。しかし、精子の凍結融解後

の運動性、生存精子率、精子のタンパク質、体

外受精成績では、性成熟の早期化による影響が

認められていない。一方、性成熟前の高エネル

ギー飼料の摂取は、性成熟の早期発現を促すが、

精巣と陰嚢の温度を上昇させるため、正常精子

率や受精能獲得精子率を減少させる。精巣と陰

嚢は高温下の悪影響を受けるが、過剰な高エネ

ルギー飼料は、陰茎や陰嚢への過剰な脂肪蓄積

をもたらして温度を上昇させる可能性があると

も考えられる。性成熟前の雌子牛は、成牛と比

べて個体差が大きく、胚盤胞への発生率、移植

後の胚の受胎率が低いことから、卵子の発生能

が限定的である。胚盤胞への発生率は雌の月齢

と正の相関があることから、卵細胞質の成熟や

体外受精への利用可能な小卵胞数は性成熟後に

分泌される性ホルモンの影響を受けて促進また

は増加している。雄子牛では、性成熟の早期化

に対する飼養管理には注意が必要であるが、雌

子牛の性成熟の早期化は生産性、収益性から有

用であると考えられる。

4． ポスターセッション

　一般登録演題数は、事前の講演要旨の審査に

より採択された計 206 題であった。研究分野は

21 種類（学生審査を除く）と多岐にわたり、

それらを演題数の多い順に表 1に示した。演題

数の多い上位 3位までの発表は卵子成熟、体外

受精・体外発生培養およびクローン技術であ 

り、これらは全体の 27.2 % を占めていた。一

方、畜産現場に最も近い人工授精、超低温保存、

胚移植、多排卵誘起処置といった応用繁殖研究

分野からの発表は全体の 10.1 % であり、年々

減少傾向にある。このことは、前述した学会名

変更の主要な理由となっている。ここでは、応

用繁殖研究分野を中心に一部を紹介する。

 1）人工授精

　複数の定時授精法等が以下のとおり報告され

た。Bos indicus（ネローレ種）の排卵同期化

処理において、小卵胞数の違い（多い：45 個

以上、中間：20～40 個、少ない：15 個以下）

により、発情卵胞のサイズ、排卵時間、黄体サ

イズ、血中プロジェステロン（P4）濃度に差

は認められなかったが、小卵胞数の少ない区に
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おける受胎率は、多い区と中間区に比べて高

かった。腟内挿入型プロジェステロン徐放剤で

ある Reproneo とプロスタグランジン F2α
（PGF）投与によるアンガス乾乳牛の定時人工

授精において、Reproneo 挿入（同時に 2 mg

の安息香酸エストラジオール（EB）を投与）

後 8日目の PGF投与では、7日目の PGF投与

と比較して発情卵胞の直径、発情後 10 日目の

P4 濃度は同等であったが、発情発現率と受胎

率が高かった。ヘレフォード交雑種の発情同期

化法において、エストロジェンを産生するアロ

マターゼを阻害するレトロゾールの新しい徐放

剤の腟内挿入後 4日目の PGF 投与およびその

48 時間後の GnRH 投与は、排卵時の卵胞とそ

の後の黄体発育に悪影響なく排卵の同期化性を

増し、肉牛と乳牛の両者に有効な手法であった。

Bos indicus と Bos taurus（ヨーロッパ種）の

交雑泌乳牛において、オブシンク法の前に腟内

挿入型プロジェステロン徐放剤を用いて主席卵

胞を排卵させるプリシンク法は、ダブルシンク

法と同様の卵胞発育制御および人工授精後の受

胎成績であった。

　山口らが北海道で実施したホルスタイン種の

発情排卵同期化処理において、PGF と EB の

投与による単純な方法は、CIDR を組み合わせ

たヒートシンク法または自然発情と同等の人工

授精後の受胎率が得られ、高泌乳牛に対して効

果的であった。

　0.25 および 0.5 ml ストロー（Inteli-Straw）に

タグ付けされた無線自動識別チップ（チップ：

1.25×7 mm、1.4×8 mm、2×12 mm、 マ イ ク

ロチップ：0.4×0.4 mm×厚さ 0.06 mm）が比

較検討された。開発された専用ソフトウェアを

用い、クラウド上で人工授精、胚移植、牛の情

報等が入力でき、データはリアルタイムに

iphone または ipad 等の携帯端末で確認できる

ことから繁殖管理の効率化が期待できる。

 2）超低温保存

　牛精子への凍結保護物質としての不凍ポリア

ミノ酸（カルボキシル化ポリ -L-リジン）の

添加効果、牛体外成熟卵子のガラス化保存にお

ける不凍糖タンパク質（南極の細菌、シュード

モナス種由来）の添加効果、透明帯が硬化した

牛成熟卵子のガラス化保存における DMSO

ベースのガラス化保存液利用の優位性（グリセ

リンベースとの比較）などが報告された。

表 1　ポスター発表の研究分野とその演題数
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 3）胚移植

　体外受精胚を受胎した牛の発情発現と流産に

及ぼす発情排卵同期化処理の影響、胚移植時の

子宮頸管経由困難牛の受胎率に及ぼすフルニキ

シンメグルミン投与の影響、ホルスタイン種未

経産牛の発情排卵同期化処理における主席卵胞

吸引除去による排卵率および移植可能な受胚牛

率の向上などの報告があった。

 4）多排卵誘起処置

　牛の報告は、黒毛和種の多排卵誘起処置ド

ナー牛における FSHの皮下単回投与による回

収胚数は通常の 1日 2回の漸減投与法と遜色が

ないという三好らの 1題のみであった。

 5）体外受精

　筆者らが、肥育前の黒毛和種雌子牛の摘出卵

巣から採取した未成熟卵子と発育途上卵母細胞

の両方から体外受精胚の生産が可能であり、未

成熟卵子の体外受精後の発生能は性成熟の影響

を受けるが、発育途上卵母細胞はその影響を受

けていなかったことを報告した。

5． 同時開催フォーラム

 1）胚移植の実務者フォーラム

　人工授精、MOET（多排卵誘起処置と胚移

植）、体外受精、クローニングのグループに分

かれ、参加者の国・地域の現状と課題について

議論された。

 2）DABE委員会

　マウス初期胚を形成する分子および細胞分裂

動態のイメージング（Nicolas Plachta, 分子生

物学研究所、シンガポール）：これまで固定標

本では補足できなかった細胞分裂動態の詳細を

ライブセルイメージング技術により確立したと

報告された。このイメージング技術により、マ

ウス生存胚の 4細胞期以前に発現する転写因子

Sox2 量の差により胚の発生能の予測が可能と

なること、胚の収縮と分裂のために長い糸状仮

足を伸ばして隣接細胞に近づくこと、アクチン

と微小管の細胞骨格により将来の多能性内細胞

塊と胎盤組織を形成する細胞における第一分裂

が制御されていることが明らかにされた。

6． 基調講演

　ミトコンドリアゲノム：それがどのように繁

殖に影響しているか（Justin St John, モナッ

シュ大学、オーストラリア）：ミトコンドリア

ゲノムが胚発生、細胞分化、胎子、産子の健康

に及ぼす影響について報告された。すなわち、

ミトコンドリアゲノムは、ミトコンドリアの補

充と呼ばれる技術、体細胞核移植という生殖補

助技術により後代の表現型に影響を及ぼす。こ

れにより、繁殖成績の向上および（または）抗

病性や気候変動の影響への耐性を保有するミト

コンドリアDNA形質の産子を生産できる。ま

た、特定の種の異なるミトコンドリアハプロタ

イプを介し、ミトコンドリアゲノムは繁殖性お

よび家畜が求められる肉質の期待値といった他

形質に影響する。動物の表現型におけるミトコ

ンドリアゲノムの制御を理解することにより、

それが形質を説明するだけではなく、ミトコン

ドリアゲノムも染色体形質に関連するDNAの

メチル化およびヒストンパターンを調節するこ

とができ、これまで染色体ゲノムが直接関連し

ているだけであると考えられてきた表現型形質

のいくつかに対しても影響を及ぼしていること

である。これらの成果は、食料としての畜産物

の生産等の目的のために重要な役割を担い、経

済的な育種価値の評価に考慮されるべきである。
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7． おわりに

　世界における移植胚の数は、この約 15 年間

で体内受精胚が 50～60 万個と大きな変化はな

いが、体外受精技術に関する研究の進展に伴い、

体外受精胚が約 10 万個から約 45 万個に急増し

ている。1974 年に体内受精胚移植に関連する

多排卵誘起処置、受胚牛への移植方法、胚の凍

結保存等の研究内容と立場を問わない情報の共

有を目的として創設された国際胚移植学会

（Inter national Embryo Transfer Society, 

IETS）であったが、2017 年に国際胚技術学会

（Interna tional Embryo Technology Society, 

IETS）と名称が変更されたように、近年は胚

移植だけではなく、基礎的で広範囲な繁殖研究

が活発になっている。日本国内では、牛の飼養

頭数の減少、子牛価格の高騰、輸入飼料の価格

上昇等への対応が課題である。世界的には、人

口の増加とそれに伴う食料需要の増加が予測さ

れている。畜産物の安定的な供給、生産性の向

上のためにも、まずは効率的な産子生産が必須

であり、産子生産には人工授精や胚移植を含む

繁殖分野の研究・技術開発は重要不可欠である。

IETS では、牛や馬のような大家畜から中小家

畜、絶滅危惧種等の野生動物までの最新の研究

内容について、シンポジウム、講演、各種委員

会において紹介される。この IETS に参加して

最新の研究動向を把握することは、今後の研究・

技術開発を進める上でも重要であると考えてい

る。

引用文献

 1）Proceedings of the Annual Conference of the 

International Embryo Technology Society. 

Reproduction, Fertility and Development. 

Volume 30.

 2）Perry, G. 2017. 2016 Statistics of embryo col-

lection and transfer in domestic farm animals. 

IETS Newsletter. 35, 8-23.
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イスラエルの酪農について（4）
一般社団法人家畜改良事業団　　
情報分析センター　電算課　　

課長　橋口　昌弘　　

8． Afimilk: Milking Systems

　Afimilk 社は、北東部のガリラヤ湖の南に位

置するアフィキムというキブツに属する酪農機

器メーカーです（写真 1）。同社の創始者であ

る Eli Peles は、1979 年に世界初のミルクメー

ターを開発しています。その後、1984 年に Heat 

Detection Pedometer（発情発見用万歩計）、

2008 年に Online Milk Analyzer（乳成分分析

機）、2012 年には Real Time Milk Classification 

System（即時牛乳分類システム）を開発して

きた会社です。社屋のロビーには、これらの製

品の開発年表が掲示されていました（写真 2）。

　Afimilk 社の理念は、調査と開発（Research 

& Development）であり、データ収集、デー

タの永久保存、そして農家が最高の能力を発揮

することを重視しています。また、製品開発に

も力を入れており、本部職員の 3割以上が開発

に携わっています。Afimilk 社の製品は、Afi-

Lab という管理プログラムも含め世界 50 カ国

で使用されており、米国、ロシア、中国の子会

社および国交がない国でもOEM（相手先のブ

ランドで販売される製品）で出荷されています。

システム自体の開発は、自社の管理下で中国で

行っています。システム上に何等かの問題が発

生した場合、すぐに中国で対応できるシステム

ができています。

　Afimilk社のMilk Analyzerは、脂肪、蛋白質、

ラクトース、MUN、アミノ酸、Coagulation*

を計測することができます。

　 ＊ Coagulation（凝固特性：チーズの収量に

影響）

　現在の日本での取扱業者は、より多く普及さ

海外情報

写真 1　日の丸を掲げて迎えてくれた Afimilk社 写真 2　Afimilk社の製品等の開発年表
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写真 5　前肢に装着された Pedometer

せることを考慮し、デラバル社とコーンズ社の

2社としていると説明がありました。

＜Afikim Dairy Farm＞

　Afimilk 社には、事務所に隣接して牧場があ

ります（写真 3、4）。ハード部門では、350 ～

400 頭を飼養管理し、20 頭ダブルのパラレル

パーラーで 1日 3回の搾乳（3時、11 時、19 時）

を行っています。

　ソフト部門は、Milk Analyzer を使用して電

気伝導率と乳量・搾乳時間を測定し、乳房炎を

感知した場合にはアラームが鳴り職員に知らせ

るシステムになっています。また、脂肪、蛋白

質、ラクトース等の計測も行っています。

Coagulation の計測によりチーズ作りに適して

いるか否かを分析して仕分けることができるた

め、乳業メーカー等の省力化に貢献していると

のことです。

　この牧場では、前肢に Pedometer を装着し

（写真 5）、15 分毎に行動量データをコンピュー

タに送信し、牛個体の立つ・寝る等の動きも検

知し、その行動量から発情等を検知する手段と

しています。「重要なのは、リアルタイムに個

体の情報を得ること」と伺いました。また、疾

病予防のための処置や乳房炎への対応、抗生物

質の使用等の飼養管理に係る情報は、管理者が

牛舎にいなくてもリアルタイムに確認すること

ができるということでした。

　Pedometer で発情を検知し、SION（人工授

精所）から授精に来た技術者には各種情報を提

供しています。これまでの平均歩数（薄いバー

で表示）に対して、直近の歩数（濃いバーで表

示）がどのように推移しているかなど、グラフ

に示して視覚的に確認することができます（写

真 6）。繁殖履歴の確認をすることもできるの

で、例えばこれまでに 4回授精しているので、

授精の対象外にする等の判断に役立てることも

できます。

　Afi-Lab を利用することにより、TMRの効

果の確認、群分け、アシドーシスの早期発見、

分娩直後のラクトース値のチェックなどをする

ことができると説明がありました。

写真 3　Afikim牧場の搾乳舎

写真 4　Afikim牧場の牛舎
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9． まとめ（所感）

　わが国では泌乳能力が伸び悩んでいる現状に

ありますが、決して乳用牛にとって環境が良い

とは言えないイスラエルにおいて、いかにベス

トパフォーマンスを発揮して高い泌乳能力を維

持・向上させているのかという視点で調査を行

いました。

　今日のイスラエルの酪農がある背景には、欧

米諸国に比べて酪農の歴史が浅く、当初は技術

も無かったため、あらゆるデータを収集し分析

することを重視したということがありました。

泌乳データを集めるためのミルクメーターの開

発や、そのデータを活用するための牛群管理プ

ログラム（NOA）等の技術の発展に至ったこ

とも肯けます。

　イスラエルの酪農は、次の 3組織が強固に連

携した指導体制が整って大きく発展したと思わ

れます。

①　NOAを開発して酪農のすべてに関する最

新情報を牛群管理者に提供すると同時に、NOA

により蓄積された膨大なデータを活用しつつ、

血統登録や牛群検定をとりまとめる ICBA

②　イスラエルの総合指数である PD11 を利用

し、自国の環境に適合する国内種雄牛の造成

と、NOAのデータとリンクした交配プログラ

ムを利用した人工授精業務を通して、イスラエ

ルの乳牛の遺伝的改良を司る SION

③　基本は予防獣医であり、乳牛がより高いパ

フォーマンスを発揮できるよう、各方面から

トータルに生産性を上げることを目指している

獣医組織のHachaklait

　個体の能力や牛群の状態をリアルタイムに把

握し、国内遺伝子を少数精鋭で集中利用した遺

伝的改良を進めつつ、最大のパフォーマンスを

発揮するための飼養管理を指導するというシン

プルな体制ですが、それぞれが「酪農家の利益

を最大にするために何をすべきか」という同じ

ベクトルでサポートしていることが、乳牛のベ

ストパフォーマンスを発揮させて高い泌乳能力

を維持・向上させる支えになっていると感じま

した。

写真 6　コンピュータ画面に示された行動量の
グラフ
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国内情報
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平成 30 年 9 月 10 日

一般社団法人日本家畜人工授精師協会

乳用牛群検定全国協議会

乳用牛への黒毛和種の交配状況について

　平成30年第2四半期（平成30年4～6月期）の黒毛和種の交配割合は、全国において31.7 %（前

期比1.5 %減、前年同期比1.6 %減）、北海道において21.1 %（前期比0.2 %減、前年同期比0.7 %減）

となっています。また、性判別精液の割合は、全国において 15.7 %（前期比 1.5 % 増、前年同期比

3.3 % 増）となっています。

国内情報

※ 乳用牛への黒毛和種の交配状況が生乳生産に影響を与え始めるのは、
妊娠期間及び育成期間を経た 3年後となります。

※ 今四半期の数値は速報値です。次回公表時に確報値をお示しします。

�
⎜
⎜
⎜
�

�
⎜
⎜
⎜
�
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農林水産省生産局畜産部畜産振興課　　
　　

畜産における情報通信技術（ICT）等 
を活用した取組について

　酪農・肉用牛経営では、高齢化や大きな労働負担による戸数・飼養頭数の減少が進展しており、

労働負担の軽減と経営の効率化が重要な課題となっています。また、経験や勘だけに頼らない、デー

タに基づいた合理的な飼養管理がますます重要となっています。

　このため、農林水産省では、各種機械の導入支援等を行うとともに、牛の個体識別情報と生産情

報（繁殖成績、乳量、疾病管理情報等）を一元集約し、各種データをクラウド上で統合・利用する

地域モデルの実証支援を 26 年度から 28 年度の事業で実施してきたところです。（資料 1、2）

　平成 29 年度からは全国を一元集約するシステムの構築を支援しています。（資料 3）

　平成 32 年度までに、①生産者が「全国版畜産クラウド」を介し、経営改善に有用な情報をスマー

トフォン等で簡単に見える仕組み、②民間クラウドも「全国版畜産クラウド」の情報を取り込め

お知らせ
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るよう連携するシステム、を構築することとしており、このため、平成 31 年度に畜産経営体生産

性向上対策を予算要求しています。（資料 4）

　家畜人工授精師の皆様には、「全国版畜産クラウド」の運用が開始されましたら、「利用者登録」

をしていただき、生産者はもちろんのこと、業として行っている場合は支援者として、労働時間の

削減や生産性の向上のために有効にご活用いただければ幸いです。
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26 年度現場後代検定（後期）より 
ゲノミック育種価を利用した選抜を開始！

　肉用牛産肉能力平準化促進事業（平準化事業）
の現場後代検定（以下、「現検」）26 年度後期
の成績がまとまり、「P黒 1002 奥安茂」「P黒
1007 勘太」の 2 頭を新たに選抜しました。今
期は、19 頭の候補種雄牛（うち県連携種雄牛 1
頭）を選抜の対象としました。この 2頭は 8月
1 日に開催された外部有識者や生産団体の専門
家等で構成される改良委員会の答申を受けて、
当団が決定したものです。今回からは検定済種
雄牛の選抜指標のひとつである遺伝的能力評価
値には、産子の表現型と血縁情報で計算する従
来の育種価に、DNA情報を加えて計算された

ゲノミック育種価（以下、「G育種価」）を利用
して選抜しています。主要 3形質（枝肉重量、
BMS、ロース芯面積）で重み付けした G育種
価ランキングでは前回の 26 現検前期の種雄牛
に次ぐ結果であり、2頭とも増体に優れた遺伝
的能力を持つ種雄牛です。
　なお、IARS 等遺伝的不良形質（9形質）は、
2 頭ともにフリーです。G育種価の上位 15 頭
は表 1、検定成績の概要は表 2のとおりです。

　以下に、今回選抜しました 2頭の特徴等を紹
介いたします。

事 業 団 便 り

表 1　平準化事業の現場後代検定における種雄牛ゲノミック育種価（G育種価）一覧：上位 15頭

表 2　26現検後期の検定成績概要
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※ G育種価チャートは、各形質について集団の中
での相対的な位置づけや遺伝的な個体の特徴をよ
り明確に示すために標準化したゲノミック育種価
を表示しています。標準化は全国の繁殖雌牛集団

に近い5年前±2年の計5年間（平成23年～27年）
に生まれた雌牛のゲノミック育種価を基準として
います。皮下脂肪厚の符号は逆になっています。

P黒 1002　奥安茂（おくやすしげ）
【安茂勝×東平茂×奥茂】

　「奥安茂」は、その母系は代々産肉能力に優れ、
宮城県の県有牛「南安平」（父：安平）をはじめ、
数々の種雄牛候補を作出しており、そのうちの
1頭である「おもとめ 293」を母とし、増体に
定評のある「安茂勝」を交配して作出されました。
　G育種価においては、現在、精液を配布して
いる当団の種雄牛の中で、枝肉重量は第 7位、
バラの厚さは第 9位と上位に入っています。産
子の枝肉においては、枝肉の厚み、モモ抜けで
高い評価を得ています。

P黒 1007　勘太（かんた）
【美津百合×安茂勝×福之国】

　「勘太」は初の「美津百合」の息牛として選
抜されました。直接検定ではDGが 1.33 kg/日
と優れた発育成績を示し、体の深さや肋張りに
優れています。
　G育種価においては、現在、精液を配布して
いる当団の種雄牛の中で、枝肉重量が第 10 位、
ロース芯面積が第 9位、皮下脂肪厚が第 10 位
と上位に入っています。産子の枝肉においては、
脂質が良好な上にコザシで、周囲サシ、モモ抜
けも良好との評価を得ています。

枝肉重量の改良に優れた安茂勝息牛！
BMS、枝肉重量、ロース芯、バラ厚を� �
バランス良く改良！

初の美津百合息牛！
枝肉重量、ロース芯の改良力と脂肪の質は� �
抜群！

【奥安茂の G育種価チャート】 【勘太の G育種価チャート】
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本会だより

平成 30年度事業推進ブロック会議の概要

　去る平成 30 年 7 月 5 日から 7月 27 日にかけ

て開催した平成 30 年度事業推進ブロック会議

の概要は次のとおりである。

開催日程

　北海道・東北ブロック：宮城県松島町

　　平成 30 年 7 月 13 日（金）

　関東・甲信越ブロック：埼玉県熊谷市

　　平成 30 年 7 月 5 日（木）

　東海・北陸ブロック　：愛知県名古屋市

　　平成 30 年 7 月 26 日（木）

　近畿ブロック　　　　：奈良県奈良市

　　平成 30 年 7 月 27 日（金）

　中国・四国ブロック　：山口県山口市

　　平成 30 年 7 月 20 日（金）

　九州・沖縄ブロック　：福岡県福岡市

　　平成 30 年 7 月 19 日（木）

本会議における報告事項と協議事項

 1）報告事項

　（1）第 7回定時総会において決定した事項に

ついて

　（2）平成 30 年度事業計画および収支予算に

ついて

 2）協議事項

　（1）人工授精および受精卵移植等の交配実績

のデータ収集等業務について

　（2）牛繁殖基盤強化技術向上事業について

　（3）その他

 3）協議事項における本会説明（要点）

　（1）人工授精および受精卵移植等の交配実績

のデータ収集等業務について

　今後のスケジュール、年度末の事務処理

等について説明した。

　（2）牛繁殖基盤強化技術向上事業について

　牛の繁殖成績の向上を図るため、家畜人

工授精師が発情観察において携帯型超音波

画像検査装置を活用することにより手技に

頼っていた直腸検査技術の正確性を向上さ

せることを目的とし、次の事業を実施す

る。

　　①　牛繁殖基盤強化技術向上事業推進委員

会開催等事業

　学識経験者等から成る牛繁殖基盤強化

技術向上事業推進委員会を開催し、事業

の効率的かつ円滑な推進に関する検討及

び当該事業の達成目標等の自己評価結果

の検証等を行う。

　　②　実用化検討事業

　　　次の 2つの事業を行う。

　　　ア）研修会開催事業

　毎年度、全国 3ブロックにおいて超

音波検査の実技研修会を実施する。

　　　イ）優良技術発表会開催及び技術向上マ

ニュアル作成事業

　実技研修会を基に超音波検査装置を

利用して繁殖成績が向上した事例等を

優良技術発表会で発表するとともに、

超音波検査により直腸検査技術の正確

度を向上させるためのマニュアルを作

成し、全国の家畜人工授精師に配布す
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る。

報告事項等に対する意見等

（予算、ホームページ（HP）について）

・経常費が増えている理由は何か。

→超音波検査実技研修会は JRL 事業の予算

枠内だけで実施すると回数に限りがあるた

め、自前の予算でもこの研修会を開催できる

ように計上した。

・HPのリニューアルについて、更新が楽にな

るようにすべきである。

・スマホ対応の必要はあるのか検討すべきであ

り、無駄にならないようにする必要がある。

・機関誌をHPに載せれば送付も不要になるの

ではないか。動画を見れるようにしてはどう

か。見やすくて情報を理解しやすいものにし

て欲しい。誰でも見れるのではなく、会員が

見られるようにすべきである。

・明るいHPにして欲しい。

（超音波検査に係るガイドラインおよび実技研

修会について）

・日人協の超音波検査装置利用のガイドライン

に関して、料金を発生させてよいかというこ

とが触れられていない。料金を発生させてよ

いのか。

・料金については、本人にまかされることにな

る。ガイドラインには含められない。

・県協会として、団体に対して現時点の情報と

して伝えていいか。

・このガイドラインについては、獣医師会の中

でも伝わっていない。

・末端の獣医師に伝わっていないということは

トラブルの原因にならないか。

・実技研修会は昨年から始まっているので、実

技研修会だけではなく、バックアップ的にも

働いてもらいたい。

・ルールを考えていく必要がある。日本全体と

しての授精師の意見をまとめていく必要があ

る。技術者としてのアプローチの大切さを認

識してもらうことも大切である。

・ガイドラインは、マニュアルを出す時にはも

う少し具体的に示す必要がある。今は大まか

でよいが、変な方向に行かないよう配慮すべ

きである。

・この検査で授精師ができる範囲をはっきりと

させてもらえるとよい。

・北海道ではエコーはかなり入っている。エ

コーを使ったセット料金も設定されている。

人工授精だけを業務としてやっているところ

があり、現場からははっきりさせて欲しいと

いう声が出ている。

・年に実技研修会を全国 3ブロックで開催する

と 2 年で 1 周りになる。講師の件もあるが

ET時の黄体の良否の判定にも使えるので、

もっと研修会を増やすことはできないか。

・当県では研修会を開催することを考えてい

る。資料を提供してもらえれば、地元で開催

できる。ガイドラインもあり、トラブルが発

生しないようにする必要がある。

・県内では超音波検査実技研修会をやりたいと

いう意見が出た。条件を検討してほしい。

→最低でも、座学 2時間、実技 3時間の内容

とする必要がある。

・他のブロックで開催される研修会に参加でき

るか。ブロックに拘らずにやってもらいたい。

修了証の効力はあるのか。

→資格には関係しないが超音波検査技術を研
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修した証である。

・福岡で開催された研修会に参加し修了証をも

らったが、これは免許皆伝であり、研修を受

けているということのあくまでも証拠であ

る、という理解である。

・家畜改良増殖法の中に盛り込まれて初めて義

務が生じる。

・マニュアルが発行されるまでは、実技研修会

の先生の資料を使わせて頂くことは可能か。

→マニュアルの発行は 2019 年度末になるの

で、それまでは実技研修会の先生方の資料を

使わせていただけるようにしたい。

・超音波検査実技研修会は何名で行うのか。

→ 1 ブロックの受講生は 10 名としている。

実際は、その他に 10 名程度の希望者を聴講

生として受け入れている。

・超音波検査装置は従来妊娠診断に用いられて

いるが、今後は講習会にこのことが加わるの

か。

→妊娠診断はこれまでどおり出来ない。

・受胎率を向上させるために超音波検査装置を

使えるようになったが、ガイドラインでは制

約があり、授精師が超音波検査装置をどれく

らいの頻度で使うか知りたい。装置の原理の

理解も必要であると思うが、研修会をやった

ら使えるようになるのか。

→酪農学園大学の報告では、食肉処理場で採

取した牛の 21 個の卵巣を用いて、直検 1年

未満の学生が卵胞の触診と超音波検査で比較

したところ、超音波検査による誤判定はなく、

触診では卵胞があるにもかかわらず卵胞がな

いとした誤判定が最も多く 38.1 % であり、

次いで黄体がないにもかかわらず、黄体があ

るとした誤判定が 33.3 % であった。

・ET時に黄体の突起部が確認できなかったた

め見送り、獣医師の超音波検査でETできる

との判断の後にETして受胎したということ

があった。

・超音波検査を行った時に、こういうことは

言っては駄目という事例を作ってもらいたい。

・実技研修会を受けたが、これは有効な技術と

考えられる。妊娠鑑定だけが問題ではないか

と思う。

・獣医師は妊娠鑑定書を書いてお金をもらって

いる。料金が発生しなければ妊娠確認をして

もよいのではないか。ここをはっきりさせる

ことが必要である。

→料金を取る取らないに拘わらず家畜人工授

精師が妊娠鑑定を行うことはできない。「ガ

イドライン」では、自ら授精あるいは胚移植

を実施した牛のその後の生殖器検査は、発情

の見逃し、あるいは妊娠牛への授精を回避す

るために実施できるとなっている。この場合、

妊娠していたら、家畜人工授精師としては、

授精または移植は必要ないと伝える。

・あくまで、卵胞、黄体の検査を中心に行うべ

きである。

・当県では、授精師が妊娠診断をしてはいけな

いということは農家も分かっている。現場の

獣医師からのクレームは 1件も出ていない。

（繁殖技術講習会について）

・北海道では繁殖技術講習会が好評である。1

回の講習会の参加人数を増やして欲しいとい

う要望が出ている。

（家畜人工授精講習会キスト等について）

・家畜人工授精講習会テキスト（家畜体内受精
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卵・体外受精卵移植編）について、今後の改

訂では移植の部分だけをまとめて欲しい。こ

の講習会の時間数を少なくして欲しい。

・受精卵移植をするだけの簡単な講習会を受け

て資格が取れるようにしてもらいたい。

（会員構成員数、会員の勧誘について）

・当県では自家授精している授精師はほとんど

が授精師協会の会員である。人工授精を業務

としている人は少ない。

・当県では個人情報ということで家畜人工授精

師免許を持っている人を教えてくれないとい

う状況がある。これからは、自家授精が増え

ると思われる。

・会長として 5年になる。活動できるような支

部の整理をしてきた。会員はメリットを求め

る。日人協の会員でないと講習会に参加でき

ないということは、会員を増やすうえで支障

になる。もう少し緩くしてもらえれば、県の

職員が先生になって研修会を開くことができ

ると思う。人数が少ない県の悩みでもある。

・会費が高すぎるという意見がある。メリット

がないという判断である。会費を下げること

も検討したが、協会の運営も厳しくなるため

下げていない。年齢差もあるため、話がうま

く噛み合わないところもある。今年から会長

としてやっている。人工授精養成講習会は 3

年に 1回やっているが、会員になってもらえ

ない。会員が高齢になってきている。体験発

表にも協力してもらえなくなってきている。

発表のためにも、高度なこともやってもらい

たいと思っている。多頭化になってきている

ので、飼養管理を含めて繁殖技術の向上のた

めに高度なこともやってもらいたいと思って

いる。

・既存の協会は残した形で、やり方を変えてき

ている。会員は増えたり減ったりしている。

協会に入らなくとも情報は入るというところ

もある。繁殖農家は中味の濃い情報が欲しい

というところがある。中味の濃い情報を提供

できるようにしたいと考えている。知りたい

のは、種付けをしてどういう結果が望めるの

かという自分なりに考えられる情報を知りた

いということであり、提供できるようにした

い。県内には 14 支部があり、組織として動

いていないところもある。支部総会をする時

には援助金も出している。優良技術発表全国

大会の予選会をやってきたが、昨年は 2題で

あった。技術発表には限度があるのではない

かと思っているので、組織としての取り組み

も取り上げるようにしてきた。農業高校の学

生にも発表させている。目標、視線を変えて

四苦八苦している。地域に貢献できる人を育

てていくことも大切である。人工授精の資格

を取る時は、農村を支える人材になるくらい

のことを伝えることも大切であると思ってい

る。

・似たような状況である。私の所は支部の会員

は 12 人くらいであり、人工授精を業として

やっている人は少ない。農協に勤めている

が、地域貢献の 1つとして、遠いところにも

行くようにしている。講習会において、地域

貢献ということがあってもよいと思う。会員

以外の人にも研修会に参加してもらってよい

と思う。

・増員は難しい。残っているのは、多頭飼育の

ところである。一方、高齢化も進んでいる。

授精師協会に入ればこういうメリットがある
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という資料を作って、これを配布して加入を

促すこともよいのではないかと思う。

・当県の会員は和牛の人工授精師に限定されて

いて、乳牛の人工授精師との接点がない状況

である。

・酪農家の授精師は、県の受精卵移植研究会に

入っている。このことが授精師協会に入らな

い要因なのかも知れない。講演会は酪農と和

牛を隔年でやるようにしてきたが、最近は和

牛が多くなってきている。日人協への加入の

お願いについては、優良技術発表会参加者に

は伝えている。

・当県では、全体の研修会を行い、その中で防

疫の研修もしている。問題は、授精師協会に

入っていない人にどのように知らせるかとい

うことである。協会に入っていると色々と有

利なことがあるよと非会員に話をしている。

また、各地区で勉強会もしている。やってい

ないところもある。年に 2～3 回、県や登録

協会の協力を得て行っている。非会員には勉

強会があるということを伝えている。その結

果、自家授精をしている授精師が入会してき

ている。

・助成金を出しても入らない人がいる。

・当県は 6～7 割は自家授精であり、県協会自

体の存続があやしくなっている。素牛も精液

も県外から入れている人が多いこともある。

個人の意思にまかせた結果、会員が約 50 名

減った。

・当県では血縁係数が上がって受胎率が下がっ

ているということもあり、県の担当者に話を

してもらっている。衛生面の話もしてもらっ

ている。自家授精で受胎率が下がっているこ

とがあり、勉強会には出てもらいたいと思っ

ている。

・当県の会員の 9 割は個人事業主の開業であ

る。約 130 名が県の精液を利用している。自

家授精で県外の精液を使っている人もいる。

人工授精師は、種牛を作るという意識もある。

いい種雄牛を作ると農家の収益が上がるいう

認識で授精している。今以上の会員の増員は

難しい。

・当県の人工授精師は 183 名であり、8割方が

自家授精である。85～90 % が県産精液を利

用している。ほとんどの人工授精師が協会に

入っている。また、日人協の会員にもなって

いる。

・当県では、乳用牛への人工授精が主体であ

る。会員は 65 名であり、その半数が人工授

精師、半数が獣医師である。和牛が主体で授

精業務を行っているところもある。

・協会は大切である。まとまってやることが必

要であり、組織は大事にする必要があ

・組織を強化するためには、顧問を置くことも

大切である。

・優良技術発表全国大会に関し、発表できる

データは持っているのではないかと思う。県

も家保もデータを持っているので、発表する

ための材料はあると思う。最近は、組織的な

発表が多く、目的からずれてきているとこと

があると思われる。

・県種雄牛の利用が少なく、他県の種雄牛を使

うと利益が大きいため、会員になってもいい

ことが少ないという状況がある。若い人、若

い授精師はいるが、開業しても協会には入ら

ない。

　本年度ブロック会議では、このような意見等
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がありました。これらの意見は、今後の参考に

させて頂きます。

　最後に、業務ご多忙な中、種々お世話をいた

だきました開催県、また、ご出席をいただきま

したご来賓の方々をはじめ各道府県協会会長、

事務局の皆様には、紙面をお借りしてお礼を申

し上げます。
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●はなしのご馳走●

ナイチンゲールの生地 
フィレンツェの名物牛料理

　近代看護教育の母、ナイチンゲール。

　彼女はイギリスの富豪の名家に 1820 年に生

まれ、閑雅な田舎に育った。

　成人するに及び、彼女は作家になるか、結婚

して主婦になるか、看護婦の道を選ぶか迷った

が、両親の反対を押し切って第三の道を選んだ。

　当時の病院は、制度・施設も不備で、金持ち

しか治療を受けられなかった。

　また、看護婦の地位も低かったので、両親の

反対は無理もなかった。

　ドイツなどで正規の看護教育を受け、ロンド

ンの淑女病院の看護婦長となったのが、33 歳

のときである。

　彼女の名を高めたのが、クリミア戦争でのめ

ざましい活躍であった。

　34 人の看護婦を引き連れてトルコにおもむ

き、野戦病院の徹底的改革に超人的な努力を捧

げ、たちまちにして死亡率を大きく引き下げた

のであった。人々は彼女を「ザ・レディー・ウ

イズ・ザ・ライト＝光明夫人」と呼び、その功

を称えた。

　万国赤十字社では、彼女にちなみ、「ナイチ

ンゲール賞」を設けて、毎年世界各国の優秀な

看護師を表彰しているが、その受賞は看護師最

高の栄誉とされている。

　彼女は名をフローレンスという。

　両親がフィレンツェに滞在しているときに生

まれたので、その英語名を名前につけたのだと

いう。

　フィレンツェには忘れてはならない名物料理

がある。

　「ビステッカ・アッラ・フィオレンティーナ」、

フィレンツェ風ステーキである。

　イタリアで最もやわらかいキアーナ（トス

カーナ州）産の牛肉を用い、骨付きのまま分厚

く切ったステーキで、味つけはオリーブ油、

塩、コショウのみ。

　炭火で「アル・サングエ（血もしたたる）」

という形容を使うくらいのレアに焼く。

　肉の自然の風味が味わえる逸品である。

公益社団法人　日本食肉協議会発行�

「はなしのご馳走」から
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あ　と　が　き

　6月 28 日から 7月 8 日にかけての西日本を中心に北海道や中部地方など全国的に

広い範囲で記録された台風 7号および梅雨前線等の影響による集中豪雨、9月 4日に

上陸した台風 21 号、9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震では甚大な被害があり

ました。被災者の方々にお見舞い申し上げ、一日も早い復興を祈念いたします。

　７月に農林水産省から畜産統計が公表され、今号にも掲載いたしました。乳用牛と

肉用牛については、いずれも飼養

戸数が廃業等により減少しました

が、１戸当たりの飼養頭数が増加

しました。また、乳用牛に選別精

液を授精した割合の全国平均は、

平成 27 年 4 月からの調査開始以

来連続して増加し、平成 30 年第

2四半期（4～6 月）には 15.7％と

なっています。

　来る 2 月 15 日（金）に開催さ

れる家畜人工授精優良技術発表全

国大会に向けて、その準備も進め

られていると思いますが、この

全国大会で発表された女性の家畜

人工授精師の活動が日本農業新聞�

（7 月 16 日）に取り上げられまし

たので、その記事を掲載し紹介い

たします。

ホームページ　http://aiaj.lin.gr.jp/
メールアドレス　info@aiaj.lin.gr.jp/
�
  平成30年9月25日　印刷
  平成30年9月30日　発行
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